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＜連絡事項＞
・庶務より
深夜帯より東Bへ入る扉がエラーを起こし、開けるたびにエラー音が「ピー」

　となります。制御盤の赤いボタンをリセットすると音は鳴りやみます。

　明日、業者点検の予定です。
＜患者様連絡事項＞
・田名部Dr患者様

吉田　守幸様～明日より継続で同臨時薬7日分処方
田中　敬様～明日より継続で同臨時薬7日分処方
倉橋　生子様～明日より継続で同臨時薬5日分処方
久保　興介様～明日より継続で同臨時薬7日分処方
・小栁Dr患者様
大久保　すい様～明日よりクエチアピン25mg1T、カロナール200㎎　3T継続で臨時薬7日分処方

春山　知範様～明日より継続で同臨時薬7日分処方
・村上Dr患者様
中野渡　鉄男様～ランプラゾールＯＤ錠15㎎1Ｔ明日の昼より継続で臨時薬7日分処方
・柞木田　Ｄｒ患者様

　出河　攻様～オラドールトローチ0.5㎎　20錠本日から1日3回、処方
　中川原　義雄様～ガラタミンＯＤ錠12ｍｇ2Ｔ明日より継続で臨時薬7日分処方

　　　　　　　　　プロペト100㎎1本、口唇に塗布（乾燥の為）
　　　　　　　　　アロプリノール錠100㎎　1Ｔ明日の朝より継続で臨時薬7日分処方
＜要注目患者＞　
・小笠原　文人様～各食不食、服薬時吐薬し拒絶あり。介入に対し暴れて抵抗の強さが目立っていた。9：20奇声大声を発して落ち着かないため不穏時リスパダール内用液2ｍｌ1Ｐ服用。以後も奇声発していた。11：00頃体温37.7℃、酸素飽和濃度94～95％、脈拍110～100頻脈、発汗にて更衣促すが指示動作は入らず介入のも抵抗が強く説明に退行現象発言あり、14：00主治医来棟。採血の結果ＣＫ3379高値、悪性症候群の疑いで、ホリゾン10㎎　1ｍｌ静注内注射を施行時も抵抗と暴れてスタッフ3名で抑えないと実施出来ない状態。主治医指示にて精神症状、身体面の悪化の為14：10東病棟合併室に転出。
・中村　徳子様～13時体熱感を訴え検温37.5℃発熱。排尿時痛は聞かれずに経過。クーリング交換と寝具調整促し適度に水分摂取を伝えている。16:00体温36.9℃解熱。今後も水分摂取の促しと自室換気等を介入していく。
・畑山　昭夫様～バイタルサイン異常なし。各食全量摂取。湿性咳嗽持続。呼吸苦なし。
　　　　　　　　咳込みが聞かれるとき痰がらみあるため、飲みこまず排痰を促して行きましょう。
・滝田　英人様～昼食は食欲不振を訴えるため、高カロリーの補食摂取促す。湿性咳嗽。嗄声、」鼻閉あり。発熱なく経過している。引き続き呼吸苦の訴えやバイタルサイン測定していく。
・森田　清助様～環境に慣れたかに転入し3日だからなと微笑んで答えていた。今は入院した事が良かったと思う。単身生活では精神が変だった。気分も落ち着いているし夜間寝れていると話している。日課の取り組み方や言動に注目して関わって行きましょう。
・春山　知範様～体温36.4℃、鼻閉鼻汁、湿性咳嗽持続。朝食1/2で、昼食は全量摂取されている。昨日より随分楽になりましたと話している。
＜馬渡Ｄｒ診察状況＞
・冨田　幸生様～主治医の都合で診察なく精神症状落ち着いているため、明日
　　　　　　　　より継続で臨時薬同処方。
